
共愛学園前橋国際大学

共愛コア科目のマップ

人間理解
キリスト教概論Ⅰ・Ⅱ
倫理学概説 心理学
哲学 青年心理学
文化人類学

自然の理解
数の不思議
自然と環境
地球と環境
自然と地理

社会への視点
情報演習基礎 情報総合
文章作成技術特講 表計算特講

経済学入門Ⅰ・Ⅱ法学概論

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技法
ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾆﾝｸﾞⅠ～Ⅳ

ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ人材育成PRG

インターンシップ
取材インターンシップ

Glocal Honors演習Ⅰ・Ⅱ

国際理解
国際関係論Ⅰ・Ⅱ
国際経営Ⅰ・Ⅱ

ヨーロッパの歴史と文化
イスラームの敵視と社会
東アジア比較文化論
語学研修Ⅰ～Ⅳ

海外研修総合Ⅰ～Ⅲ
海外教育研修

米海外留学Ⅰ～Ⅲ

人権と共生
人権と共生
ジェンダー論
男女共同参画論
障害者福祉論

手話の理論と実際
情報倫理

地域理解
群馬を知る 群馬の人と思想
群馬の産業と社会Ⅰ・Ⅱ
群馬の言葉とこども
地域と子ども
前橋市を考える

地域社会学 地域史研究
長期インターンシップ
企業人オムニバス講座
地域実践演習Ⅰ～Ⅵ

Regional Project Work A～C

Global Skills
Multi-cultural Understanding

Multi-Cultural Communication

Team Based Learning I/II

Global Leadership I/II
Global Business Training I/II

Problem Based Training I/II

スキルアップ中国語I/II

共愛コア

共愛＝共生
の理念

Glocal

Concept

（共愛１２の力とリンクしていないことが課題）
自由選択科目の分野別・資格対応マップ

9参考
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カリキュラム・マップの種類

①マトリクス型（学期×DP）

【説明】

学期とカリキュラム上の目標（DP）における各授業科目の位置づけを示し
たもの。スコープとシークエンスを同時に表現できるが、科目単位での配
置になるため各科目内の目標との詳細な関係を表現できない。集約するこ
とで、学期別に科目数の偏りを示すことができる。

【作成方法】

カリキュラム設計者が記入するのが基本であるが、個々の教員が記入した
ものを集約してマップを作成するところもある。この場合、各担当教員の
裁量は高まるが、全体の整合性はとれない。

1
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2

（池田輝政・野口眞弓・佐々木磯美（2014）「学位授与方針から設計するカリキュラム・
マッピングの提案と実践」『大学・学校づくり研究』第6号）

マトリクス型（学期×DP）
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カリキュラム・マップの種類

②マトリクス型（授業目標×DP）

【説明】

授業の目標とカリキュラムの目標（DP）との対応関係を示したもの。両
者がクロスする欄に、強く関係している場合には◎、やや関係している場
合には〇など、関係性を表現するマークを入れる。授業の複数の目標との
対応関係を表現できるので、緻密な関係性を表現できる。スコープを絞り
込むのに適しているが、科目間のシークエンスを表現できない。

【作成方法】

カリキュラム設計者がチェックを行い、各担当教員はそれに従って授業設
計を行うのが基本であるが、個々の教員がチェックを行い、それを集約し
てマップを作成するところもある。この場合、各担当教員の裁量は高まる
が、全体の整合性はとれない。

3
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法文学部人文学科のカリキュラム
法文学部人文学科のディプロマ・ポリシー（DP)

（◎＝DP達成のために、特に重要な事項、○＝DP達成の
ために、重要な事項、△＝DP達成のために、望ましい事項）

授業の目的（箇
条書）

（この授業科目
における中心と
なる題目・
問題・テーマ等
を箇条書に記
入）

授業の到達目標
（箇条書）

（この授業科目
の学習後に到達
すべき最低限
の（行動）目標
を学生が主語で
行為動詞を
使用して箇条書
に記入）

（知識・理
解）
１．人文諸学
の学問内容及
び方法を理解
している。

（思考・判
断）
２．自ら設定
した課題につ
いて，人間文
化・地域文
化・歴史文
化・言語文化
のいずれかの
学問領域の研
究方法を用い
て，考察する
ことができる。

（関心・意
欲）
３．人文学の
知を実践の力
へと高めるこ
とができる。
４．社会にお
ける自分の役
割を自覚する
ことができる。

（態度）
５．人文学の
知をもって地
域社会及び国
際社会のニー
ズに応えるこ
とができる。
６．生きた文
化や生きた社
会を創ること
に寄与できる。

（技能・表現）
７．他者の声に
耳を傾け，自分
の考えを口頭表
現や文章表現に
よって的確に伝
えることができ
る。

思想文化論

17～18世紀にイ
ギリスに於いて展
開された哲学思想
（いわゆるイギリ
ス経験論哲学）を
取り上げ、それぞ
れの哲学思想を考
察することによっ
て、哲学史的知識
を修得すると同時
に、哲学的思索の
特質について理解
することを目的と
する。

１ イギリス経験
論哲学の特質を理
解する。
２ 哲学的概念の
意味を理解する。
３ 哲学的思索に
習熟する。

１ ◎
２ ◎
３ ◎

１ ○
２ ○
３ ◎

３ △

マトリクス型（授業目標×DP）（愛媛大学法文学部人文学科）

4
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カリキュラム・マップの種類

③チャート型

【説明】

科目間の関係を図示したもの。内容の重複や相違、学習順序などを示すこ
とができる。表現できる内容は多様。カリキュラムツリーと呼ばれること
もある。

【作成方法】

担当者が一人で作成することも可能ではあるが、複数の組織構成員でワー
クショップとして作成すると、カリキュラムの現状把握と課題発見ができ
るという点で、FDとしての効果が高い（次頁参照）。

（佐藤浩章（2010） 「カリキュラム・ポリシーの策定（学士課程教育体系化のス
テップ第３回）」進研アド『Between』2010年秋号）

5
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チャート型（大阪大学理学部物理学科）
デザイナーズエディション

https://www.ryoshimizu.net/portfolio-posts/cmded
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チャート型（大阪大学経済学部）
デザイナーズエディション

https://www.ryoshimizu.net/portfolio-posts/cmded
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8

1. 読み手であるターゲットを確定し、カリキュ
ラムの特徴を３つ挙げる（カリキュラム・ア
ピールポイント・シート参照）。

2. 授業科目シールを付箋に張り付ける（付箋の
色も工夫する）。

3. 模造紙上に順序や関係を意識して科目を並べ
る。３つのアピールポイントが表現されてい
るかどうかも意識する。

4. 矢印や囲みを使って関係を図示する。必要に
応じてアイコンも使う。

5. 完成後にポスター発表を行い、他学科教員か
らフィードバックを受ける。

6. 電子ファイル形式で提出してもらう。

授業科目シール

作成風景

【作成方法】

31



学修成果の可視化のプロセス（山梨県立大学）

１．学士力の策定

↓

２．カリキュラムマップ・ツリーの作成

↓

３．新授業評価制度の設計

↓

４．実施（学修成果の可視化）

全学レベル（学士基盤力） 学部レベル（学士専門力）
及び教職課程（学士教職力）ごとに設定

全1,200科目ごとの学士力を決定

学修成果の項目を設定

学修成果の数値化を実現

３つのポリシー(*）の見直しから始める

GPA
科目ナンバリ
ング制の実施

Ⅰ カリキュラム編成の高度化
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科目名 単位数
授業
形態

自然・社会・文化理解 想像力・表現力 実践力・問題解決力 人間関係形成力 自己学習力 地域・国際コミットメント力

69 46 14 19 85 46

スタ ー ト アップ・ セミ ナ ー 1 演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○

総合英語Ⅰa 2 演習 ○ ○ ○ ○

総合英語Ⅰb 2 演習 ○ ○ ○ ○

総合英語Ⅱa 2 演習 ○ ○ ○ ○

総合英語Ⅱｂ 2 演習 ○ ○ ○ ○

英語ｺﾐ ｭﾆｹｰｼ ｮ ﾝ  a 2 演習 ○ ○ ○ ○

英語ｺﾐ ｭﾆｹｰｼ ｮ ﾝ  ｂ 2 演習 ○ ○ ○ ○

中国語Ⅰa 2 演習 ○ ○ ○ ○

中国語Ⅰb 2 演習 ○ ○ ○ ○

中国語Ⅱa 2 演習 ○ ○ ○ ○

中国語Ⅱb 2 演習 ○ ○ ○ ○

韓国語Ⅰa 2 演習 ○ ○ ○ ○

韓国語Ⅰb 2 演習 ○ ○ ○ ○

韓国語Ⅱa 2 演習 ○ ○ ○ ○

韓国語Ⅱｂ 2 演習 ○ ○ ○ ○

スペイン語Ⅰa 2 演習 ○ ○ ○ ○

スペイン語Ⅰb 2 演習 ○ ○ ○ ○

スペイン語Ⅱa 2 演習 ○ ○ ○ ○

スペイン語Ⅱb 2 演習 ○ ○ ○ ○

フランス語Ⅰa 2 演習 ○ ○ ○ ○

フランス語Ⅰb 2 演習 ○ ○ ○ ○

フランス語Ⅱa 2 演習 ○ ○ ○ ○

フランス語Ⅱb 2 演習 ○ ○ ○ ○

ア カ デ ミ ッ ク ・ ジ ャ パ ニ ー ズ （ W r i t i n g ） 2 演習 ○ ○ ○ ○

ア カデ ミ ッ ク ・ ジ ャパ ニ ー ズ （ R e ad i n g ） 2 演習 ○ ○ ○ ○

日本語A 2 演習 ○ ○ ○ ○

日本語B 2 演習 ○ ○ ○ ○

日本語C 2 演習 ○ ○ ○ ○

日本語D 2 演習 ○ ○ ○ ○

現代日本事情 2 講義 ○ ○ ○

情報リテラシー 2 演習 ○ ○ ○

生活と情報 2 講義 ○ ○

運動と人間－講義 2 講義 ○ ○

運動と人間－実技Ⅰ 1 実技 ○ ○ ○

運動と人間－実技Ⅱ 1 実技 ○ ○ ○

運動と人間－実技Ⅲ 1 実技 ○ ○ ○

運動と人間－実技Ⅳ 1 実技 ○ ○ ○

生活と健康 2 講義 ○ ○

キ ャリアデ ザイ ン Ⅰ 2 演習 ○ ○ ○ ○

キ ャリアデ ザイ ン Ⅱ 2 演習 ○ ○ ○ ○

インターンシップ 1 実習 ○ ○ ○

人間と思想 2 講義 ○ ○

人間と芸術―美術 2 講義 ○ ○ ○

人間と芸術―音楽 2 講義 ○ ○ ○

人間と芸術―文学 2 講義 ○ ○ ○

人間と文化 2 講義 ○ ○

人間と心 2 講義 ○ ○ ○

人間と社会 2 講義 ○ ○

社会と歴史 2 講義 ○ ○

社会と政治 2 講義 ○ ○

社会と経済 2 講義 ○ ○

社会と法 2 講義 ○ ○

日本国憲法 2 講義 ○ ○

宇宙の科学 2 講義 ○ ○

生物の科学 2 講義 ○ ○

生活と化学 2 講義 ○ ○

モノ づ く りデ ザ イ ン の基 礎 2 講義 ○ ○ ○

環境論 2 講義 ○ ○ ○

ジェンダー論 2 講義 ○ ○

グローバル化論 2 講義 ○ ○ ○

山梨学Ⅰ 2 講義 ○ ○ ○

山梨学Ⅱ 2 講義 ○ ○ ○

日本語の方言と山梨 2 講義 ○ ○ ○

プ レゼ ン テー ショ ン 2 演習 ○ ○ ○ ○

グ ル ー プワ ー ク と 自 己 表 現 2 演習 ○ ○ ○ ○

カ ウ ン セリン グ 基礎 2 講義 ○ ○

発達と教育の心理 2 講義 ○ ○

分類

科目数

全学共通科目

スタートアップ・セミナー

基

礎
科
目

外

国
語

情

報

運
動
と

健
康

キ

ャ
リ

ア

形
成

 
 

教

養
科
目

人

間

と

文

化

の

理

解

社
会

の
理
解

自

然
の
理

解

現
代

と
地

域
の
理

解

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

心

の

理

解

学士基盤力（全学共通）カリキュラムマップ(山梨県立大学）

科目区分 科目名 単位数 授業形態 自然・社会・文化理解 想像力・表現力 実践力・問題解決力 人間関係形成力 自己学修力 地域・国際コミットメント
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